
　2019年はラグビーのワールドカップが日本で初めて
開催され、日本代表チームの大躍進に多くの国民が歓喜
し、日本代表チームの精神であるONE TEAM（ワンチー
ム）という言葉と意味が広く浸透したように思います。明
けて2020年、東京オリンピックイヤーの幕開けのはず
でしたが、よもや新型コロナウイルス感染がパンデミッ
クを起こし、世界中の人々をこれほどまでに恐怖に陥れ
るとは誰も予想していなかったと思います。

　このような状況下にあってこそ、日本と
世界中の人々がまさにワンチームとなってウイルスとの
戦いに勝利しなければなりません。朝日大学教職員もワ
ンチームとなってこの戦いに勝利し、再び「ながら会懇親
会」の場で全員で勝利の祝杯をあげましょう。

令和2年3月31日
滝川俊也（歯学部）
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発　　行
朝日大学職員協議会「ながら会」

題　　字
宮田  慶三郎

所属 教職員氏名

大学病院 柿　﨑　桃　子
大学病院 水　野　あかね
大学病院 西　谷　佳　紀
大学病院 菅　原　裕　子
大学病院 國　嶋　有　香
大学病院 中　村　亜　美
大学病院 高　木　美　香
大学病院 松　本　麻　乃
大学病院 青　山　紗　季
大学病院 鈴　木　麻　衣
大学病院 濱　田　　　佳
大学病院 飛　騨　衣　里
大学病院 山　本　知　里
大学病院 堀　　　亜紀乃
大学病院 大　前　柚　衣
大学病院 山　岸　優　子
大学病院 酒　向　巳和子
大学病院 豊　田　詩緒里
大学病院 岡　田　尚　里
大学病院 稲　見　奈　奈
大学病院 足　立　真　世
大学病院 長　屋　亜　美
大学病院 立　木　汐　里
大学病院 大　山　千　秋
大学病院 河　島　千　恵
大学病院 星　谷　昭　治
大学病院 松　波　百合子
大学病院 友　松　温　子
大学病院 藤　井　佑　季
大学病院 山　田　真　実
大学病院 宇留野　貴　紀
大学病院 渡　邊　進　志
大学病院 林　　　宏　恵

所属 教職員氏名

大学病院 遠　藤　亜由美
大学病院 伊　藤　栄理香
大学病院 安　田　知咲希
大学病院 生　田　磨　美
大学病院 近　藤　紀　子
大学病院 八　木　　　彩
大学病院 植　西　美　衣
大学病院 大　澤　明　弘
大学病院 林　　　田鶴美
大学病院 黒　田　美　穂
大学病院 髙　橋　　　功
大学病院 佐々木　綾　佳
大学病院 加　藤　尚　味
大学病院 加　藤　えり子
大学病院 岡　川　圭　子
大学病院 栗　本　みどり
大学病院 堀　場　沙　耶
大学病院 乾　　　真由美
大学病院 山　口　祐梨子
大学病院 荒　井　しづき
大学病院 竹　中　久　美
大学病院 村　瀬　あずさ
大学病院 早矢仕　み　か
大学病院 犬　飼　亜弥香
大学病院 宮　田　多鶴子
大学病院 古　野　美　香
大学病院 庄　司　裕　美
大学病院 今　橋　知香穂
大学病院 水　﨑　果　歩
大学病院 三　品　友　紀
大学病院 吉　田　早　希
大学病院 坂　下　奈　美
大学病院 井　口　恵里加

所属 教職員氏名

大学病院 渡　邉　怜　士
大学病院 大　野　恵里奈
大学病院 河　田　安理沙
大学病院 加　藤　裕　子
大学病院 辻　　　尚　子
大学病院 小　林　明　美
大学病院 浅　野　美　鈴
大学病院 入　谷　友佳子
大学病院 野老山　茂　寛
大学病院 酒　井　秀　明
大学病院 桜　庭　　　愛
大学病院 田　中　理　恵
大学病院 菱　田　真　妃
大学病院 臼　井　里　衣
大学病院 岡　田　望　由
大学病院 各　務　聖　子
大学病院 坂之下　綾　奈
大学病院 宮　下　ナ　ナ
大学病院 若　園　果保里
大学病院 山　本　誉　師
大学病院 安　田　典　子
大学病院 平　井　志　織
大学病院 瀧　野　敬　子
大学病院 増　井　祐　衣
大学病院 船　戸　　　瞳
大学病院 清　水　陽　平
大学病院 吉　澤　里　美
大学病院 吉　田　寛　穂
大学病院 加　藤　靖　代
大学病院 武　部　浩　之
大学病院 田　邉　　　誠

ながら会 新入会員

日　
　

時
：
２
０
１
９
年
12
月
25
日（
水
）

場　
　

所
：
都
ホ
テ
ル 

岐
阜
長
良
川

参
加
人
数
：
３
１
７
名

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

朝
日
大
学
職
員
協
議
会

「
な
が
ら
会
」

 

冬
季
総
会
・
懇
親
会
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夏
季
総
会
・
懇
親
会

日　
　

時
：
２
０
１
９
年
７
月
26
日（
金
）

場　
　

所
：
都
ホ
テ
ル 

岐
阜
長
良
川

参
加
人
数
：
３
３
４
名
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キ
ー
を
思
わ
せ
る
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
滑
走
可
能

な
ゲ
レ
ン
デ
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
も

ほ
と
ん
ど
出
て
お
ら
ず
、
そ
れ

な
り
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の

あ
と
は
ゲ
レ
ン
デ
に
併
設
さ
れ

る「
宿
儺
の
湯
」で
ゆ
っ
く
り
温

ま
り
、
疲
れ
た
体
を
癒
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
に
お
き
ま
し

て
も
大
き
な
事
故
な
く
、
各
部

署
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

な
が
ら
会
会
員
の
方
々
と
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
雪
に
恵
ま
れ
る
こ

と
を
祈
り
つ
つ
、
皆
様
に
満
足

し
て
頂
け
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を

企
画
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
心
者
の
方
、

温
泉
だ
け
楽
し
み
た
い
方
、
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！　

ス
キ
ー
同
好
会
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

合
同
ツ
ア
ー

　

令
和
2
年
1
月
25
日
か
ら
26

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
毎
年
恒

例
の
ス
キ
ー
同
好
会
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
同
好
会
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、新
平
湯
温
泉「
田

島
館
」
に
宿
泊
し
、
奥
飛
騨
の

「
ほ
う
の
き
平
ス
キ
ー
場
」で
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
堪
能

す
る
と
い
う
ツ
ア
ー
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
穂
積
キ
ャ
ン
パ

ス
・
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
、

朝
日
大
学
病
院
の
各
部
署
か
ら

13
名
の
会
員
の
方
々
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
暖
冬
で
、
雪
が
少
な

く
、
参
加
人
数
も
少
な
か
っ
た

の
で
貸
切
バ
ス
を
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
す
ら
不
要
な
道

を
、
自
家
用
車
に
分
乗
し
、
道

中
困
る
こ
と
な
く
短
時
間
で
行

き
来
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

初
日
は
旅
館
で
お
い
し
い
夕

食
と
温
泉
を
満
喫
し
、
温
泉
の

後
は
全
員
で
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
の
宴
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

2
日
目
も
と
て
も
暖
か
く
春
ス

ス
キ
ー
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

住す
み

友と
も

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
会
長
）

（
歯
学
部
・
口
腔
外
科
学
分
野
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

後ご 

藤と
う 

洋よ
う 

一い
ち

（
会
長
）

（
朝
日
大
学
病
院
・

  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

ス
キ
ー
同
好
会
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

自 

然 

に 

親 

し 

む 

会

秋
季
キ
ャ
ン
プ

（
上
高
地
の
旅
）

　

２
０
１
９
年
9
月
14
日
か
ら

16
日
に
恒
例
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ

と
し
て
上
高
地
へ
行
っ
て
き

た
。
早
朝
、
好
天
の
中
、
ま
ず

は
上
高
地
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
に
乗
る
た
め
奥
飛
騨
温
泉
郷

平
湯
の「
あ
か
ん
だ
な
駐
車
場
」

を
目
指
す
。
敬
老
の
日
の
祝
日

の
連
休
に
合
わ
せ
多
く
の
人
が

上
高
地
に
入
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
。
案
の
定
、
駐
車
場
は
す

で
に
ほ
ぼ
満
車
状
態
だ
っ
た

が
、
な
ん
と
か
午
前
の
バ
ス
に

乗
れ
た
。
バ
ス
の
中
は
登
山
や

ハ
イ
キ
ン
グ
の
グ
ル
ー
プ
で
大

型
の
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
た
人
ば

か
り
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
キ
ャ

ン
プ
基
地
は
上
高
地
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
歩
い
て
20
分
ほ
ど

の「
森
の
リ
ゾ
ー
ト
小
梨
」で
あ

る
。
当
施
設
は
テ
ン
ト
場
の
提

供
と
ケ
ビ
ン
で
の
宿
泊
、売
店
、

食
堂
お
よ
び
浴
場
な
ど
を
備
え

て
い
る
。
ま
た
、
目
の
前
に
は

梓
川
を
は
さ
ん
で
穂
高
連
峰
が

そ
び
え
る
明
光
風
靡
な
場
所
で

あ
る
。
今
回
は
晴
天
と
澄
ん
だ

空
気
の
お
か
げ
で
と
て
も
美
し

い
眺
め
を
満
喫
で
き
た
。
私
た

ち
は
早
速
散
策
に
出
か
け
た
。

梓
川
右
岸
道
を
大
正
池
方
面
に

歩
い
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
園
地
を
訪

ね
た
。
上
高
地
を
世
界
に
称
賛

し
、
登
山
を
日
本
人
に
紹
介
し

た
英
国
人
宣
教
師
の
ウ
ェ
ス
ト

ン
氏
の
活
躍
に
感
謝
を
込
め
て

記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
夕
刻
、

ケ
ビ
ン
近
く
の
小
屋
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
戴
い
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た

翌
日
、
朝
早
く
集
合
し
て
梓
川

左
岸
道
を
歩
い
た
。
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
１
時
間
ほ
ど
で
明
神
館

へ
到
着
。
休
憩
の
間
に
、
明
神

池
か
ら
明
神
岳
を
見
と
ど
け

て
、
再
び
左
岸
道
を
進
み
徳
沢

園
ま
で
さ
ら
に
１
時
間
歩
い

た
。
途
中
の
木
々
、
川
の
音
、

風
な
ど
全
て
が
日
常
で
は
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
っ

た
。
徳
沢
園
で
は
名
物
の
山
の

手
作
り
カ
レ
ー
や
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
し
た
。
素
晴
ら
し

い
天
気
で
感
動
の
景
色
を
十
分

に
堪
能
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ス

で
駐
車
場
に
戻
り
、
二
日
目
の

宿「
ひ
ら
ゆ
の
森
」に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
し
た
。
平
湯
温
泉
の
湯
で

身
体
を
休
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
疲
れ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
た
。

最
終
日
は
飛
騨
古
川
町
の
街
並

み
で
「
ま
つ
り
会
館
・
起
こ
し

太
鼓
の
里
」
で
祭
り
屋
台
と
か

ら
く
り
人
形
体
験
を
し
た
。
瀬

戸
川
を
悠
々
と
泳
ぐ
１
，０
０
０

匹
も
の
鯉
を
見
な
が
ら
町
内
を

散
策
し
、
美
味
し
い
蕎
麦
を
味

わ
っ
て
か
ら
帰
路
に
着
い
た
。

芸
術
鑑
賞
同
好
会

計
画
中
で
す
。
理
論
や
理
屈
を

知
っ
て
い
れ
ば
よ
り
楽
し
め
ま

す
が
、予
備
知
識
が
何
も
な
い
、

素
直
な
心
で
鑑
賞
す
る
の
も
ま

た
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

当
会
で
は
今
後
も
喜
ば
れ
る

芸
術
鑑
賞
を
企
画
し
、
活
動
を

通
し
て
会
員
同
士
の
親
睦
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。
新
規
入
会

は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
世
話
人
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

芸
術
鑑
賞
同
好
会
で
は
、

２
０
１
９
年
度
新
た
な
会
員
1

名
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

活
動
内
容
で
は
、
従
来
の
美

術
展
、
音
楽
会
の
鑑
賞
活
動
を

中
心
に
、
こ
れ
ま
で
も
根
強
い

フ
ァ
ン
が
多
か
っ
た
能
楽
鑑

賞
を
久
し
ぶ
り
に
企
画
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
ス
ヌ
ー
ピ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展（
名
古
屋
市

博
物
館
）」、「
合
戦
図（
徳
川
美

術
館
）」鑑
賞
な
ど
、洋
の
東
西
、

新
旧
に
拘
ら
ず
興
味
深
い
企
画

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
次
年

度
も
引
き
続
き
色
々
な
企
画
を

【 

文
責
・
連
絡
先 

】

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

名古屋能楽堂にて

【 

連
絡
先 

】

柏か
し 

俣ま
た 

正ま
さ 

典の
り

（
歯
学
部
・
歯
科
薬
理
学
分
野
）

ながら会
同 好会だより
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小
川　

信
幸

　

な
が
ら
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、

よ
り
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
ま
す

の
で
、
職
員
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
か
ら
は

明
海
大
学
と
の
交
流
を
よ
り
一

層
図
る
た
め
、
宮
田
理
事
長
か

ら
の
ご
提
案
に
よ
り
、「
理
事

長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」も「
な
が

ら
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
の
ほ
か
に
開
催
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
併

せ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
51
回
朝
日
大
学
な
が
ら
会

ゴ
ル
フ
同
好
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
の
開
催
に
つ
い
て

　

な
が
ら
会
ゴ
ル
フ
同
好
会

は
、２
０
１
９
年
9
月
29
日（
日
）

に「
や
ま
が
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
美

山
コ
ー
ス
」に
お
い
て
第
51
回
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
台
風
接
近
の
影
響
で

当
初
は
1
日
中
雨
と
の
予
想
で

し
た
が
、予
想
と
は
異
な
り
気
温

も
30
度
を
超
え
る
大
変
良
い
天

気
の
中
、
宮
田
理
事
長
、
明
海
大

学
中
山
事
務
局
長
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
新
規
参
加
者
1
名

を
含
め
総
勢
22
名
が
参
加
す
る

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
9
時
30

分
か
ら
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス
・
Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー

ス
そ
れ
ぞ
れ
3
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分

か
れ
、
皆
熱
心
に
プ
レ
ー
を
し
ま

し
た
。

　

な
お
、本
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
結
果

（
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
）は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

優　

勝

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

竹
島　

伸
生

準
優
勝

　

看
護
学
科　
　

松
井　

陽
子

3　

位

　

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー

【 

連
絡
先 

】

都み
や 

尾お 

元も
と 

宣の
ぶ（

会
長
）

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

古こ 

泉い
ず
み

　
尚た

か
し

（
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

事
務
課
）

釣 

り 

同 

好 

会

い（
下
図
）と
エ
ビ
が
ま
っ
す
ぐ

泳
い
で
く
れ
な
い
た
め
釣
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
ま

た
、
せ
っ
か
く
上
手
く
エ
ビ
を

掛
け
て
も
エ
サ
取
り
名
人
の
サ

バ
フ
グ
に
60
秒
ほ
ど
で
食
べ
ら

れ
て
し
ま
い
す
ぐ
に
付
け
直
す

必
要
が
あ
る
な
ど
何
か
と
忙
し

く
も
あ
り
ま
す
。

　

揺
れ
る
船
の
上
で
苦
労
し
な

が
ら
エ
ビ
を
掛
け
上
手
く
泳
が

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
待
望

の
ア
タ
リ
が
待
っ
て
い
ま
す
。

回
遊
魚
な
ら
で
は
と
い
え
る
砲

弾
型
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
、
き
れ

い
な
濃
青
白
銀
の
体
に
真
一
文

字
に
走
る
黄
色
い
ラ
イ
ン
は
い

か
に
も
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
を

兼
ね
備
え
た
雰
囲
気
で
、
そ
の

見
た
目
ど
お
り
に
力
強
い
引
き

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
水

深
30
メ
ー
ト
ル
と
比
較
的
浅
い

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
が
、
手
巻
き

の
リ
ー
ル
使
用
者
に
は
翌
日
の

筋
肉
痛
が
待
ち
構
え
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

ひ
と
と
お
り
ハ
マ
チ
釣
り
を

堪
能
し
た
後
は
、
ポ
イ
ン
ト
を

変
え
マ
ダ
イ
を
狙
う
こ
と
に
。

で
す
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
ハ

マ
チ
が
釣
れ
て
し
ま
う
と
い
う

贅
沢
な
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
結
局
マ
ダ
イ
は

不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
ハ
マ
チ
56
尾
、
マ
ダ

イ
１
尾
、
イ
シ
ダ
イ
１
尾
、
小

ダ
イ
１
尾
と
い
う
大
漁
と
言
っ

て
い
い
釣
果
と
な
り
ま
し
た
。

エ
サ
を
取
ら
れ
て
困
っ
た
サ
バ

フ
グ（
無
毒
）も
釣
り
上
げ
た
10

尾
は
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

天
然
物
の
魚
が
食
べ
た
い
、

釣
り
に
行
き
た
い
と
少
し
で
も

興
味
が
出
て
き
た
方
、
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
11
月
17
日（
日
）

に
師
崎
港
か
ら
出
船
す
る
第

十
八
松
下
丸
に
て
８
名
で
釣
行

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
ハ
マ
チ
で
す
。
ハ
マ
チ
は
成

長
に
伴
っ
て
そ
の
呼
び
名
が
変

わ
る
出
世
魚
で
あ
り
、
ツ
バ
ス

（
ワ
カ
シ
）→
ハ
マ
チ（
イ
ナ
ダ
）→

メ
ジ
ロ（
ワ
ラ
サ
）→
ブ
リ
と
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
ブ

リ（
の
若
魚
で
あ
る
ハ
マ
チ
も
）

は
、
ヒ
ラ
マ
サ
や
カ
ン
パ
チ
な

ど
と
共
に
青
物
と
呼
ば
れ
、
エ

サ
を
求
め
て
群
れ
で
回
遊
し
て

い
ま
す
。
こ
の
青
物
釣
り
で
す

が
、
ま
ず
は
群
れ
が
い
る
か
ど

う
か
が
釣
果
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
船
頭
さ
ん
の
役
割
が
重
要

な
要
素
に
も
な
っ
て
き
ま
す
。

群
れ
が
い
な
け
れ
ば
釣
れ
な
い

し
、
群
れ
が
回
っ
て
来
て
い
れ

ば
か
な
り
の
確
率
で
釣
れ
る
の

で
、
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
比
較
的
平
等
に
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
釣
り
と
い
え
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
今
回
は
活
き
エ

ビ
を
エ
サ
に
利
用
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
エ
ビ
を
い
か
に
上
手

く
釣
り
針
に
掛
け
る
か
が
勝
負

の
分
か
れ
目
と
な
り
ま
す
。
口

か
ら
頭
に
か
け
て
体
の
中
心
か

ら
ぶ
れ
な
い
様
に
針
を
掛
け
な

【 

連
絡
先 

】

佐 

合 

克 

幸 

（
就
職
支
援
課
）

ゴ 
ル 

フ 

同 

好 

会

麻 

雀 

同 

好 

会
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
優
勝
者
は
山
内
で
初
優
勝
で

し
た
。
2
位
は
放
射
線
科
の
岩

田
哲
成
さ
ん
、
3
位
は
歯
学
部

事
務
科
の
浅
井
徹
義
さ
ん
で
し

た
。
ブ
ー
ビ
ー
賞
や
持
ち
込
み

の
賞
な
ど
も
あ
り
、
参
加
し
た

全
員
が
何
か
の
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
2
月
に
開
催
予
定

で
す
の
で
、
腕
自
慢
の
職
員
の

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

麻
雀
に
は
役
満
と
い
う
最
高

の
上
が
り
役
が
あ
り
ま
す
が
、

写
真
は
字
一
色
、
大
三
元
、
四

暗
刻
単
騎
待
ち
で
、
本
会
の

ル
ー
ル
で
は
四
倍
役
満
で
す
。

上
が
っ
て
み
た
い
役
満
で
す
。

　

今
年
度
も
2
月
6
日（
木
）に

麻
雀
同
好
会
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
予
定
し
て
い
た
日
に
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
講
習
会
が
入
っ
た
の

で
い
つ
も
よ
り
1
時
間
遅
ら
せ

て
の
開
始
で
し
た
が
、
多
く
の

雀
士
が
昨
年
の
渡
邉　

諒
先
生

に
続
き
役
満
を
上
が
る
の
を
目

標
？
に
集
ま
り
ま
し
た
。ま
ず
、

恒
例
の
寿
司
の
夕
食
を
い
た
だ

い
た
後
に
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り

【 

連
絡
先 

】

山や
ま 

内う
ち 

六む
つ 

男お

第
3
回
企
画

　
「�
今
年
も
や
り
ま
す
。
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
！
」

第
４
回
企
画

　
「�

年
末
年
始
の
花
あ
し
ら
い

リ
ー
ス
ま
た
は
フ
レ
ー
ム

ア
レ
ン
ジ
」

第
５
回
企
画

　
「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
２
０
１
９
！
」

本
会
は
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
る

な
ど
の
本
格
的
な
も
の
で
は
な

く
、「
見
様
見
ま
ね
で
楽
し
む
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
お
花
が
お
好
き
な
方
、

ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ク
ル
は
２
０
１
８
年
度
に
承
認

さ
れ
、
活
動
2
年
目
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。
活
動
は
年
に
4
〜
5

回
╳
２
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
２
０
１
９
年
度
は
5
つ

の
テ
ー
マ
で
計
10
回
開
催
し
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
制
作
を
各
テ
ー
マ
2
回

行
っ
て
、
お
も
い
お
も
い
の
花

あ
し
ら
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
の
活
動
内
容

第
1
回
企
画

　
「�

ネ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ラ
ワ
ー
を
中

心
と
し
た
花
束
・
ス
ワ
ッ
グ
」

第
2
回
企
画

　
「�

ガ
ラ
ス
の
器
と
シ
リ
カ
ゲ

ル
で
～ 

涼
し
げ
な
簡
単
ア

レ
ン
ジ
！
」

【 

連
絡
先 

】

川 

木 

晴 

美 

（
歯
学
部
・
口
腔
生
化
学
分
野
　

内
線
：
1
4
1
7
）

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会 

　

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
で
は
、

月
に
1
～
2
回
ほ
ど
岐
阜
メ
モ

リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
内
の
長
良
川

テ
ニ
ス
プ
ラ
ザ
に
て
練
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
練
習
時
間

は
18
時
過
ぎ
か
ら
2
時
間
程
度

で
す
。
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま

で
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し

く
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ト

サ
イ
ド
の
ベ
ン
チ
で
は
、
い
つ

も
テ
ニ
ス
談
義
や
世
間
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
本
同
好

会
の
活
動
が
、
仕
事
モ
ー
ド
の

ス
イ
ッ
チ
を
オ
フ
に
し
て
、
心

身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
へ
の
ご

参
加
は
、
初
心
者
の
方
も
経
験

者
の
方
も
、
テ
ニ
ス
経
験
を
問

わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
実
際
に
、

本
同
好
会
へ
の
参
加
を
き
っ
か

け
に
テ
ニ
ス
を
始
め
た
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ラ

ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
、
本
同
好
会
の
ラ
ケ
ッ
ト
を

お
貸
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ご
興
味
を
持
た
れ
た
皆
さ

ま
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
ま
せ
。
会
員
一
同
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【 

文
責  

】

佐さ

藤と
う

慶け
い

太た

郎ろ
う

（
歯
学
部
・
歯
科
薬
理
学
分
野
）

【 

連
絡
先 

】

大お
お 

野の 

雄ゆ
う 

太た

（
歯
学
部
・
歯
科
薬
理
学
分
野
）

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

− 6 −− 7 −



「
な
が
ら
会
」会
則

会
に
議
決
を
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
支
部
幹

事
会
に
お
け
る
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
支
部
長
は
速
や
か

に
幹
事
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（3）
支
部
長
は
、
各
支
部
の
幹
事

の
う
ち
か
ら
幹
事
会
で
選
任

す
る
。

（4）
支
部
幹
事
会
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
前
条
第
3
項
乃
至
第

5
項
を
準
用
す
る
。

（5）
支
部
長
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
い
て
第
4
条
第
1
項
第
3

号
の
任
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

【
役
員
の
任
期
】

●
第
12
条

　

幹
事
及
び
監
査
委
員
の
任
期

は
2
年
と
し
、
4
月
1
日
か

ら
翌
々
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。
任
期
満
了
直
近
の
総

会
に
お
い
て
改
選
す
る
。
幹

事
及
び
監
査
委
員
は
、
新
た

に
幹
事
及
び
監
査
委
員
が
選

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
職

務
を
継
続
す
る
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
。

2
幹
事
及
び
監
査
委
員
は
、
再

任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
幹
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
第
7
条
に
よ
り
幹
事
の

選
任
を
行
う
。
た
だ
し
、
欠

員
が
当
該
事
業
所
の
幹
事
数

の
3
分
の
1
以
内
の
と
き
は

欠
員
補
充
を
行
わ
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
補
欠
の
幹
事
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

4
監
査
委
員
に
2
人
以
上
欠
員

が
生
じ
た
と
き
は
、
第
8
条

に
よ
り
監
査
委
員
の
選
任
を

行
う
。

【
総　

会
】

●
第
13
条

　
総
会
は
、
こ
の
会
則
で
定
め

る
事
項
を
決
議
す
る
。

【
総
会
の
組
織
等
】

●
第
14
条
　

　

総
会
は
、
会
員
に
よ
り
こ
れ

を
組
織
す
る
。

2
総
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

3
総
会
は
、
会
員
の
4
分
の
1

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会

議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
委
任
状
を
提

出
し
た
者
は
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

4
会
員
は
、
代
理
人
に
議
決
権

の
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
以

外
の
者
は
代
理
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5
総
会
の
議
事
は
、
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
、
出
席
し
た

会
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。

【
定
期
総
会
等
】

●
第
15
条
　

　

総
会
は
、
定
期
総
会
を
毎
年

12
月
に
開
催
し
、
臨
時
総
会

は
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
会
員
総
数
の
5

分
の
1
以
上
の
会
員
か
ら
要

求
が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
幹

事
は
30
日
以
内
に
総
会
を
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
会
の
審
議
事
項
】

●
第
16
条
　

　

次
の
事
項
は
、
総
会
に
付
議

し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（1）
事
業
計
画
及
び
予
算

（2）
事
業
報
告
及
び
決
算

（3）
会
員
の
除
名

（4）
会
則
の
改
廃

（5）
そ
の
他
本
会
に
関
す
る
重
要

事
項

【
役
員
の
解
任
】

●
第
17
条
　

　
総
会
は
、
役
員
に
著
し
い
非

行
そ
の
他
役
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
出
席
し
た
会
員

の
3
分
の
2
以
上
の
議
決
に

よ
り
、
当
該
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
本
学
と
の
協
議
・
決
定
事
項
】

●
第
18
条
　

　

会
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
等

の
表
明
、
伝
達
又
は
協
議
が

必
要
な
場
合
、代
表
幹
事
は
、

本
会
を
代
表
し
て
本
学
に
そ

の
意
見
、
要
望
を
伝
達
し
、

ま
た
、
本
学
と
協
議
し
、
代

表
者
間
で
署
名
又
は
記
名
押

印
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
協
定
書
に
定
め
る
事

項
は
、
原
則
と
し
て
会
員
に

対
し
て
効
力
を
有
し
、ま
た
、

本
会
は
こ
の
協
定
書
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
本
学

に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義

務
を
負
う
。

3
協
定
書
等
に
よ
り
会
員
に
対

し
効
力
の
及
ぶ
事
項
及
び
会

員
に
周
知
す
る
必
要
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
掲
示
、
回

覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
学
に
対
し
会
員
か

ら
の
意
見
、要
望
等
を
表
示
、

伝
達
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
相
当
と
認
め
る
方
法
で

会
員
か
ら
意
見
、
要
望
等
を

聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

【
会
員
資
格
の
喪
失
】

●
第
19
条
　

　

会
員
は
、
次
の
各
号
に
該
当

し
た
と
き
は
会
員
資
格
を
失

う
。

（1）
本
学
と
の
雇
用
契
約
が
終
了

し
た
と
き

（2）
退
会
届
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
と
き

（3）
総
会
に
よ
り
除
名
さ
れ
た
と

き
（4）
第
3
条
第
1
項
に
定
め
る
資

格
要
件
を
失
っ
た
と
き

【
除　

名
】

●
第
20
条

　

会
員
に
次
の
事
項
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
き
、
総
会

は
当
該
会
員
を
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（1）
会
費
の
支
払
い
を
3
か
月
以

上
怠
っ
た
と
き

（2）
そ
の
他
本
会
の
会
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
き

【
会　

計
】

●
第
21
条
　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

【
会　

費
】

●
第
22
条
　

　

会
費
は
、
月
額
100
円
と
し
、

毎
月
所
定
の
期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
助　

成
】

【
名　

称
】

●
第
1
条
　

　
本
会
は
、朝
日
大
学
職
員
協

議
会「
な
が
ら
会
」と
称
す
る
。

【
目　

的
】

●
第
2
条
　

　
本
会
は
、
学
校
法
人
朝
日
大

学（
以
下「
本
学
」と
い
う
。）

と
そ
の
職
員
が
、
建
学
の
精

神
に
則
り
、
相
互
に
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
か
つ
、

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
本
学

の
発
展
の
た
め
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
並
び
に
会
員
相

互
の
親
睦
と
会
員
の
福
利
厚

生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

会
員
か
ら
本
学
へ
要
望
等
が

あ
る
場
合
、
本
会
が
定
め
た

代
表
者
を
通
じ
て
こ
れ
を
伝

達
し
、
協
議
の
場
を
持
つ
こ

と
等
を
目
的
と
す
る
。

【
会
員
資
格
】

●
第
3
条
　

　
本
会
の
会
員
は
、
第
５
条
に

規
定
す
る
事
業
所
に
勤
務
す

る
職
員
で
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
者
と
す
る
。

（1）
穂
積
事
業
所
、
医
科
歯
科
医

療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

　

本
学
に
勤
務
す
る
職
員
で
１

年
を
超
え
る
期
間
、
常
時
雇

用
さ
れ
る
者
と
し
、
当
該
職

員
に
は
、
本
学
特
別
契
約
職

員
就
業
規
程
に
基
づ
き
採
用

さ
れ
た
職
員
、
本
学
特
定
契

約
職
員
就
業
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
た
職
員
、
本
学
嘱

託
職
員
規
程
及
び
本
学
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
て
い
る
職
員
で
週

４
日
以
上
勤
務
す
る
者
を
含

む
も
の
と
す
る
。

（2）
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

　

朝
日
大
学
病
院
職
員
互
助
会

会
員
で
あ
る
者

２
本
学
の
役
員
は
、
会
員
資
格

を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
本
会
へ
の
入
会
は
、
入
会
届

を
第
10
条
に
定
め
る
幹
事
会

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
事　

業
】

●
第
4
条
　

　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
等
を
行

う
。

（1）
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

行
事
の
企
画
及
び
実
行
に
関

す
る
こ
と

（2）
会
員
の
勤
務
条
件
及
び
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
本
学
に
対

し
意
見
、
要
望
を
表
明
、
伝

達
し
、
ま
た
、
本
学
と
協
議
・

協
定
す
る
こ
と

（3）
労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
に

定
め
る
従
業
員
の「
過
半
数

代
表
者
」と
し
て
の
任
務
を

行
う
こ
と

（4）
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
こ
と

2
前
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
項
第
1
号
に
定
め
る

行
事
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会

の
決
定
に
よ
り
会
員
以
外
の

者
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
本
部
及
び
支
部
】

●
第
5
条
　

　
本
会
は
、
事
務
所（
本
部
）を

朝
日
大
学
内
に
置
く
。

2
本
会
は
、
穂
積
事
業
所
、
医

科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業

所
及
び
朝
日
大
学
病
院
事
業

所
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
置
く
。

【
役　

員
】

●
第
6
条
　

　
本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（1）
幹
事	

14
名
以
上
21
名
以
内

（2）
監
査
委
員	

3
名
以
内

2
幹
事
の
う
ち
1
名
を
代
表
幹

事
と
し
、
幹
事
総
数
の
過
半

数
の
議
決
に
よ
り
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
代
表
幹
事
の

職
を
解
任
す
る
と
き
は
、
幹

事
総
数
の
3
分
の
2
以
上
の

議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
代
表
幹
事
の
職
務
を
助
け
る

た
め
、
副
代
表
幹
事
1
名
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
副
代

表
幹
事
の
選
任
、
解
任
に
つ

い
て
は
前
項
を
準
用
す
る
。

【
幹
事
の
選
任
】

●
第
7
条
　

　
幹
事
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
各
事
業
所
の
各
部
門
ご
と

に
定
め
た
数
と
し
、
各
部
門

か
ら
相
当
な
方
法
で
あ
ら
か

じ
め
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法

第
41
条
第
2
号
に
定
め
る
者

は
幹
事
と
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

穂
積
事
業
所

（1）
法
学
部	

1
名

（2）
経
営
学
部	

1
名

（3）
保
健
医
療
学
部	

1
名

（4）
歯
学
部（
朝
日
大
学
病
院
に

併
任
さ
れ
て
い
る
医
系
教
育

職
員
を
除
く
）	

2
名

（5）
事
務
局
各
部（
病
院
事
務
部

を
除
く
。）事
務
職
等	

5
名

（6）
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー	

１
名

（7）
留
学
生
別
科	
１
名

（8）
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校	
１
名

　
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

（1）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医

療
職	

2
名

（2）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
職
等	

1
名

　

朝
日
大
学
病
院
事
業
所

（1）
朝
日
大
学
病
院
に
併
任
さ
れ

て
い
る
歯
学
部
医
系
教
育
職

員	

1
名

（2）
朝
日
大
学
病
院
医
療
職	

2
名

（3）
朝
日
大
学
病
院
事
務
職
等	

2
名

【
監
査
委
員
の
選
任
】

●
第
8
条
　

　
監
査
委
員
は
、
本
会
の
会
員

で
、
幹
事
会
に
お
い
て
推
薦

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
総
会

に
お
い
て
選
任
す
る
。

【
代
表
幹
事
等
の
任
務
】

●
第
9
条
　

　
代
表
幹
事
等
の
任
務
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（1）
代
表
幹
事
は
、
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
と
と

も
に
、
各
事
業
所
に
つ
い
て

第
4
条
第
1
項
第
3
号
の
任

務
を
行
う
。

（2）
副
代
表
幹
事
は
、
代
表
幹
事

を
補
佐
し
、
代
表
幹
事
に
事

故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を

代
行
す
る
。

（3）
本
会
に
、
庶
務
、
会
計
を
担

当
す
る
た
め
、
幹
事
会
の
選

任
に
よ
り
庶
務
幹
事
、
会
計

幹
事
を
各
2
名
置
く
も
の
と

す
る
。

（4）
監
査
委
員
は
、
本
会
の
業
務

監
査
及
び
会
計
監
査
を
行
う
。

【
幹
事
会
】

●
第
10
条
　

　
本
会
に
、
幹
事
を
も
っ
て
組

織
す
る
幹
事
会
を
置
く
。

2
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審

議
す
る
。

（1）
総
会
に
提
案
す
る
事
項

（2）
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（3）
会
員
資
格
の
審
査

（4）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
な
事
項

3
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招

集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

4
幹
事
会
は
、
過
半
数
の
幹
事

が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を

開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

5
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
幹

事
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

【
支
部
幹
事
会
】

●
第
11
条

　
幹
事
会
の
も
と
に
、
各
事
業

所
毎
に
支
部
幹
事
会
を
置

く
。

（1）
支
部
幹
事
会
は
、
各
事
業
所

に
お
け
る
第
7
条
各
号
に
定

め
る
各
部
門
か
ら
選
任
さ
れ

た
幹
事
に
よ
り
構
成
す
る
。

（2）
幹
事
会
は
、
各
事
業
所
の
み

に
関
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
支
部
幹
事

●
第
23
条

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
諸
行
事
を

実
施
し
、
幹
事
会
の
認
め
た

同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
。

2
前
項
の
諸
行
事
及
び
同
好
会

活
動
そ
の
他
本
会
の
運
営
に

関
し
、
本
会
は
本
学
か
ら
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

【
雑　

則
】

●
第
24
条

　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に

定
め
る
。

【
附　

則
】

　

こ
の
改
正
は
、
２
０
１
９
年

7
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

ながら会　幹事

朝
日
大
学
職
員
協
議
会

櫻井　　学
（歯学部 歯科麻酔学分野）

滝川　俊也
（歯学部 口腔解剖学分野）

新津　和典
（法学部）

林　　卓史
（経営学部 ビジネス企画学科）

尹　　熙喆
（保健医療学部 健康スポーツ科学科）

山下廉太郎
（教職課程センター）

藤田裕一郎
（留学生別科）

山田小枝子
（歯科衛生士専門学校）

香田友美恵
（事務局 学事部図書館事務課）

中尾　章江
（事務局 学事部学事一課）

小川　伸也
（事務局 総務部総務課）

川上　健一
（事務局 入試広報部入試広報課）

和田　一徳
（事務局 就職支援部就職支援課）

小松　弘枝
（事務職等 医科歯科医療センター事務課）

島津　恵子
（看護部）

土蔵　明奈
（歯科衛生部）

今泉　佳宣
（教育職 整形外科）

岩田佳代子
（医療職 薬剤部）

川久保砂奈江
（看護部）

近藤　初美
（事務職等 医事一課）

伊藤由紀子
（事務職等 医事二課）
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所属 教職員氏名

法学部 宮　島　　　司
法学部 新　津　和　典
法学部 坂　井　亮　太
経営学科 于　　　日　平
経営学科 櫻　木　晋　一
経営学科 野　畑　伸　芳
解剖学 薗　村　貴　弘
生化学 上　野　恭　平
歯科矯正学 服　部　修　磨
微生物学 片　岡　嗣　雄
微生物学 森　　　大　気
歯周病学 辰　巳　順　一
歯周病学 長谷川　　　徹
口腔病理学 落　合　隆　永
歯科放射線学 小日向　清　美
歯科放射線学 北　野　倫　哉
口腔外科学 石　橋　浩　晃
口腔外科学 松　原　　　誠
口腔外科学 鵜　飼　　　哲
口腔外科学 原　田　尚　武
障害者歯科学 太　田　恵　未
インプラント学 中　本　哲　自
歯科理工学 新　谷　耕　平
歯科保存学 2 尾　池　莉　里
歯科保存学 1 二階堂　　　徹
歯科保存学 1 髙　垣　智　博
歯科補綴学 3 亀　川　義　己
歯科麻酔学 栃　木　美　保
看護学科 岡　村　絹　代
看護学科 神　谷　美　香
看護学科 武　藤　英　理
看護学科 堀　部　めぐみ
看護学科 名　知　ひかる
看護学科 松　山　　　旭

所属 教職員氏名

看護学科 中　村　廣　隆
看護学科 堀　　　美　保
看護学科 中　野　志　保
健康スポーツ科学科 窪　田　友　樹
教職課程センター 髙　橋　幸　平
専門学校 大　島　小帆里
専門学校 日比野　理香子
入試広報課 渡　邉　明　奈
総務課 若　松　和　三
学事一課 和　田　隆　明
学事一課 武　藤　健　正
歯学部事務課 竹　中　一　将
歯科衛生部 高　橋　明　里
歯科衛生部 山　口　舞　華
歯科衛生部 堀　　　十　月
歯科衛生部 渡　邉　友　美
PDI 德　永　美　香
学事一課 米　塚　　　暁
学事一課 坪　井　雅　英
歯科衛生部 吉　光　志　織
PDI 田　村　侑　起
学事一課 粟　野　ひとみ
PDI 松　原　みどり

所属 教職員氏名

大学病院 坂　元　直　行
大学病院 川　口　智　則
大学病院 向　井　理英子
大学病院 星　野　雄　志
大学病院 加　藤　　　卓
大学病院 佐　本　大　輔
大学病院 佐々木　　　望
大学病院 松　田　章　秀
大学病院 髙　松　磨由子
大学病院 井　上　良　太
大学病院 射　水　美　空
大学病院 杉　山　綾　優
大学病院 小野木　理　乙
大学病院 堀　　　友　香
大学病院 溝　口　敬一朗
大学病院 杉　下　幸　穂
大学病院 赤　塚　南　美
大学病院 後　藤　杏　菜
大学病院 藤　澤　敦　美
大学病院 岡　田　麻有希
大学病院 棚　瀬　可　菜
大学病院 越　路　菜津子
大学病院 舩　戸　友里那
大学病院 齊　藤　愛　加
大学病院 中　矢　周　人
大学病院 毛　利　なつめ
大学病院 河　合　かおり
大学病院 後　藤　幸　晴
大学病院 藏　脇　沙　世
大学病院 西　川　　　舞
大学病院 関　　　悠　希
大学病院 枡　田　明香里
大学病院 田　垣　春　美
大学病院 渡　邉　和　輝

所属 教職員氏名

大学病院 岡　田　弘　美
大学病院 中　澤　友　梨
大学病院 長谷川　佑　果
大学病院 大　森　英　恵
大学病院 林　　　いずみ
大学病院 山　根　千恵子
大学病院 役　　　香緒里
大学病院 川　島　由記子
大学病院 後　藤　博　子
大学病院 服　部　美　和
大学病院 中　島　由　貴
大学病院 髙　橋　朱　美
大学病院 山　口　由　真
大学病院 華　井　杏　奈
大学病院 原　　　幸　美
大学病院 片　桐　英　子
大学病院 加　納　諭　香
大学病院 篠　田　好　身
大学病院 佐々木　明　美
大学病院 島　田　康　子
大学病院 梅　田　久美子
大学病院 新　田　美　保
大学病院 川　島　紀　子
大学病院 小　川　桃　子
大学病院 伊　藤　ナミ子
大学病院 林　　　世志衣
大学病院 石　橋　尚　美
大学病院 小木曽　明　美
大学病院 佐　藤　節　子
大学病院 中　野　眞　弓
大学病院 若　原　裕　美
大学病院 松　原　圭　子
大学病院 伊　藤　ますみ
大学病院 安　藤　有　里
大学病院 池井戸　智　子
大学病院 澤　田　浩　代
大学病院 髙　島　美　枝
大学病院 池　戸　千　惠
大学病院 片　岡　貴美子
大学病院 伊　藤　有　紀
大学病院 宮　下　香　里
大学病院 坪　内　　　忍
大学病院 長谷川　聖　子

所属 教職員氏名

大学病院 大　岩　百　江
大学病院 髙　田　裕　美
大学病院 岡　田　元　美
大学病院 井　川　　　希
大学病院 佐　藤　友　美
大学病院 狭　川　幸　恵
大学病院 佐々木　将　人
大学病院 成　澤　里　恵
大学病院 古　田　知　子
大学病院 田　中　一　哉
大学病院 山　田　桃　子
大学病院 髙　橋　貞　子
大学病院 青　木　百　合
大学病院 松　波　梨　乃
大学病院 佐々木　陽　介
大学病院 矢箆原　真　孝
大学病院 野　田　哲　生
大学病院 青　木　眞由美
大学病院 棚　橋　佳　美
大学病院 三　木　珠　実
大学病院 山　内　美　奈
大学病院 大　野　　　愛
大学病院 天　野　三　郎
大学病院 山　田　峰　久
大学病院 豊　田　え　み
大学病院 成　澤　博　樹
大学病院 小　南　真樹子
大学病院 髙　橋　知　子
大学病院 栗　原　浩　子
大学病院 五十嵐　由美子
大学病院 國　井　敦　子
大学病院 竹　市　真　理
大学病院 横　山　あゆみ
大学病院 福　井　好　子
大学病院 淺　井　妃早子
大学病院 清　水　めぐみ
大学病院 長　澤　　　恵
大学病院 矢　田　則　子
大学病院 武　藤　治　子
大学病院 安　田　真　美
大学病院 野　村　理　恵
大学病院 山　田　恵　里
大学病院 大　野　美　貴

所属 教職員氏名

大学病院 名　和　真　澄
大学病院 松　永　賢　子
大学病院 高　橋　由　佳
大学病院 梅　村　有　美
大学病院 水　谷　友　香
大学病院 三　上　明　美
大学病院 村　瀬　未　奈
大学病院 武　田　香　織
大学病院 大　川　靖　子
大学病院 服　部　京　子
大学病院 柏　　　志　帆
大学病院 尾　藤　江梨奈
大学病院 髙　木　明　裕
大学病院 森　川　美　穂
大学病院 熊　崎　敦　太
大学病院 安　井　里　奈
大学病院 下　平　敬　子
大学病院 加　納　恵　子
大学病院 内　木　祥　子
大学病院 水　橋　由　貴
大学病院 冨　田　三喜郎
大学病院 中　村　美絵子
大学病院 大　塚　理　沙
大学病院 山　北　朋　香
大学病院 山　田　仁　美
大学病院 多和田　正　宏
大学病院 笠　原　由　美
大学病院 山　本　由　恵
大学病院 河　村　美由紀
大学病院 加　藤　陽　子
大学病院 中　島　美　穂
大学病院 長　澤　　　愛
大学病院 馬　場　なつみ
大学病院 伊　藤　亜　季
大学病院 吉　田　彩友花
大学病院 豊　田　成　司
大学病院 提　　　葉　子
大学病院 説　田　有　里
大学病院 池　田　拓　矢
大学病院 鈴　木　洋　子
大学病院 塩　谷　香　織
大学病院 久　保　美紀子
大学病院 小川内　　　恵

ながら会 新入会員
朝日大学大学病院
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